
都道府県名 青森

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 青森市立筒井中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ８ ７ ７ ２２

３９

生徒数 ２７８ ２４５ ２６２ ７８５

Ⅱ 研究の概要

１．研究主題

生徒一人一人が自ら考え、主体的に活動するための学習指導法の研究

～個に応じた指導方法・確かな学力の定着を目指して～

２．研究内容と方法

( ) 実施学年・教科1

・数学（全学年）

生徒の理解度に差が出やすく、本校の実態として学力の向上がさらに求めら

れるため。

・英語（全学年）

平成１４年度からＴ・Ｔを実施しており、研究実績があるため。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ

成 生徒一人一人が自ら考え、主体的に活動するための学習指導法の研究

～個に応じた指導方法・確かな学力の定着を目指して～15
年

度 ○ 研究の見通し（仮説）

個に応じた指導を充実させることによって、自ら考え、主体的に活動で

きる生徒が育つことを習熟度によるクラス編成やＴ・Ｔ等による指導方

法の改善を通して明らかにする。



○ 研究の内容・方法

ァ）習熟度に応じたクラス編成

１年生数学を習熟度に応じて、クラス編成する。

１組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 ７組 ８組

基礎クラス 合同 合同 合同 合同

応用クラス 合同 合同 合同 合同

ィ）Ｔ・Ｔの導入

・全学年の英語・数学でＴ・Ｔを行う。

・Ｔ・Ｔの実施時間は次の通りである （すべて週３時間の内数）。

１年 ２年 ３年

英語 １ １ １

数学 ３ ２ ２

＊１年数学では、習熟度別クラスを実施したうえで、次のように、Ｔ－

Ｔを組み入れる。

第１期 （１０週 ）＝基礎クラスにＴ・Ｔ （３人体制）。

第２期 （１０週 ）＝基礎・応用クラスにＴ・Ｔ （４人体制）。

第３期 （ ５週 ）＝基礎・応用クラスにＴ・Ｔ （４人体制）。

第４期 （１０週 ）＝基礎・応用クラスにＴ・Ｔ （４人体制）。

ゥ）個に応じた指導のための教材の開発

・クラス編成のための評価テスト

１年数学科では、単元ごとにクラス編成のための評価テストを作成実

施し、より効果的なクラス編成のための資料とする。

・自己表現ワークシート

英語科では、学期または単元の終了時に自己表現ワークシートを授業

中の活動に取り入れ、表現力の向上に努める。



平 ○ テーマ

成 生徒一人一人が自ら考え、主体的に活動するための学習指導法の研究

～個に応じた指導方法・確かな学力の定着を目指して～16
年

度 ○ 研究の見通し

個に応じた指導を充実させることによって、自ら考え、主体的に活動で

きる生徒が育つことを習熟度によるクラス編成やＴ・Ｔ等による指導方

法の改善を通して明らかにする。

○ 研究の内容・方法

ァ）習熟度に応じたクラス編成

ィ）Ｔ・Ｔの導入

ゥ）個に応じた指導のための教材の開発

、 、＊平成１５年度の研究内容・方法を踏襲するが 教員配置を考慮した上で

教科や単元の特性に応じた指導過程の研究に重点を置いて取り組む。

( ) 研究推進体制3

校長

教頭 学区小中連絡協議会

運営委員会 研究推進委員会

指導助言

青森県教育委員会

東青教育事務所 全体研修会 学力向上フロンティア推進部

青森市教育委員会

教科部会



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題

１．研究の成果

○数学科

・単元ごとに実施している評価テストの結果は次の通りである。

回数 単 元 平均点 再テスト対象人数

１ 正負の数 ６８．３ ８５

２ 文字と式 ５８．５ １３８

３ 方程式 ６５．０ １０５

４ 比例と反比例 ６２．９ ９７

・評価テスト終了後に、上位と下位にクラス分けを行っており、毎回各クラス

で５～１０人ほどが入れ替わっている。また、常時再テストや学習会を実施

し、基礎・基本の定着に努めている。

・学習意欲についてのアンケートからは、習熟度クラスについては７割、Ｔ－

Ｔについては９割の生徒が学習しやすいとの回答を出している。

・放課後の学習会を日常的に実施することによって、特に下位クラスの中でも

学力が低い生徒が授業に意欲的に取り組む姿勢が見られてきた。

・第２期からは４人で２クラスのＴ・Ｔが組めたことにより、個別指導がより

一層効果的に行われた。

・担当教師同士の教材に関する話し合いの機会が増え、教材研究が深まってき

ている。

・自己評価カードを授業後点検し，生徒個々の理解度や満足度を確認すること

を必ず行い、次の授業での個別指導に役立てている

○英語科

・Ｔ・Ｔの実施により生徒の意欲の向上が多くの場面で観察された。特に、新

教材の導入場面では、現実的で生徒にとって身近で興味がわく話題を対話形

式で提示することで、学習意欲の向上を促すことができた。

・教材研究についての教師間の話し合いの場が増えた。

・ペア活動中，あるいは活動後の課題到達についてのチェックや自己表現のた

めの書く活動における個別指導がこまめにできた。

○校内研修体制

・本事業を今年度からスタートするに当たり、各教科における基礎・基本の確

認作業が行われ、それに伴い、年間指導計画の見直しが図られた。

・全校一斉の漢字等のコンテストを実施し、学習意欲の喚起を促した。

＊以下は、数学科と英語科の今年度実施した指導案からの抜粋である。







○１年英語科指導案より



○１年数学科評価テスト



○自己評価カード



２．今後の課題

今年度は、数学科と英語科で学力向上のための方策の基盤作りに取り組んでき

たが、来年度は次のことに重点を置いて研究を進めていきたい。

（１）習熟度クラス、Ｔ・Ｔでのより効果的な教材の開発。

（２）他教科への研究効果の波及。

（３）学区小中連携の強化。

（４）学力向上のための選択教科での教材の開発

（５）学力の客観的把握のための工夫

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

１教研式標準学力検査・ＮＲＴ（年度初め）

２県学力検査（２学期中旬・２年生のみ）

３校内進路テスト（１，２年は３学期。３年は１学期末と２学期中旬）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の波及

・ ７月 ３日：学区内小学校へ１年生の国語、社会、数学、理科、英語、美術の

授業を公開し、情報交換会を実施。

・１１月１２日：青森市研究委託校公開発表会で市内中学校へ数学、英語の授業や

研究の取り組みについて発表。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級

７～９学級 １０～１２学級

１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導

その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科

外国語 音楽 美術 技術・家庭

保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無

【取組事例としての紹介したいポイント】

・ 個に応じた指導のための１年生数学と全学年英語の習熟度に応じたクラス編成の

実施。
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